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宍 粟郡舶越山採集会記録
，一、 内J 海功一、建部憲十 ? 問

=添k年度夏の行事である採集会は2却9竿 8 月19日〈木隠 8 月20白、 8時出発。今日は渓流にそつて登ることノ
日) 1辺2時、台風のためか不揃であつたが予定の時刻に| にした。参力加日5者者約9卯O名。今目は岡川先生の御指導で宇シ〆
開会、先ず室井先生によつて講師の農大奥谷先生〈昆 j!!
虫〉の紹介があり、次いで弁上三義〈植物) ，、 安藤保| すグ宇ヅFヤグシ〆、キzグ?/すy 〆、$'';ケf チ芋シ〆〆、サイコ

豊田喰喜〈県教委主事〉務先生が紹介さ
れた。講師の京大田川l基二博士はまだ来られないので
室井先生に万事お願いして奥の院へ向って出発した。
参加者は小、中、t 高校生を合せて約80名であった。
門前の古いカヤの校に苦手りつくムギラシをみ、若芽
のアオネカズヲを採る。木馬道を登り、スギの大並木
の中に7¥るとグサアジサイ、シギνカラマヲが美しく i

咲いていて意慾の盛んな時のぎせい者となるO 一方コ
ウヤザサなどは平気でいる。少し登りそミ、カャ、イ
ヌガヤ、スギ、ヒノキ，，-
け、- 路上にかざす0 / 0メナの突が採られる。赤い突の
トチメニν宇? : / が可愛らしい。休み堂の附近ではミヤ
マウズラが奈佐草の中に可憐な花を咲かせている。奥の
院近くでは県下にことだけしか知られていないヨコグ
ラノキが注目をあび、朱色の突を木ずえにつけてし7
る。勇敢な一人が木に登って校を曲げたので一同群り
採った。また一方草の中にけ、突をつけたミヤマトベラ
もあったが、なれぬ自には案外つきにくく、毎年の採

カゴノキもある折れ
やすく登ると危険とのことでヨコグラノキと面白い比
較となる o イヌシデ¥ アカシデの毛でまどっく。奥の
院に到着ミ' 休けいの後裏山に7¥る。アキノギンロヨウ
ソウ、オオハグウ νボグ、ミヤマガマズミ、タム y メ
などを採った。森のなかを出て南に堂々する山々の美
しさに一時見とれた。帰路は登って来7ヰ道を引返す岩
と* 訪哀の森林をぬける者の 2草!EI己分れ、 5時半項本
坊に帰った。実の頃和歌山県から台風のなかを白川先
生が直行してお出で下さった。人員が定まらないので
食事が 8時日買になった。
9時から夜の行事に7¥り、先ず田川先生から「羊歯

類と蘇苔類の形態」の講演を開〈。務類とコケ・シグ
の世代の比較、シ〆類の無i生涯代の基本型の話からシ
グとコグの関係の深いことを話された。次に参考物と
して田}ll、建部両先生の「興味ある踏越山植物解説」、
稲田叉男氏の「兵庫県イノデ類の検索表」、私の「船越
山植物図録」を配布した。

註①珍種ヒメノヤガラもこの附近に産する。

/み

門丹 、鼎劫山主
衆

上図 : ウヱマツソウ〈内海原図〉
下図 : オチ7::;; ( 内海原図〉

①建部・内海: 兵庫県宍粟郡船越山の芋歯描物、しだとこけ、 No. 5  (1954) 
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グイノデ、イノデモドキ、サカグイノデなどが多く、 | 後にラ y ヨウモ y カズラの変種とされた。その後高野
チドロノキの突をつけたもの、ヤマブドウ、メグスリ| 山から採集されず1949年 5 月広江美之w民生が雪彦山
ノキなどを採りながら県林業試験場試験地を過ぎて休| で地上部の標示を採集されたがまだその本重量は明かに
けいする。ここでカ汁イマユミの突をつけたものを| ならなかったo ととろがB悼 (1953) 内海氏が船越山
腕。少々疲れ気味なので希望者だけ少し奥口った| で地下部をそなえた完全な標本を採集され、欄な観
が、オチプグの春とはうって変った貧弱な夏の姿を草| 察をされた結果ラ y ョウモνカズラと大きなちがいの
聞に見た。 10;>寺明帯路につく。イワヤシダが道端にあ[ あることが判明した。これは岡村源先生が植物分類地
ったが急いで気がつかなかったらしい。途中、池の谷| 理15巻46頁 (1953) に精しく述べられているo 私は今
にスったが多くは疲れて採集する元気をうしなった! 年 5 月30日重彦山で花後の大きな群落を見たが、その
か、シダ、の宝庫に分けスった者は少なかった。ここで lなかに立つとカメムシょうの恵臭が感じられた。しか
聞 11先生はイノデの類の珍しいものを採っていられ| しその花欄憐は観賞に価する美しさを持ってい
た。本坊に帰ると、だれも採集物の整理に大童であっ| る。
た。昼食後予定の 1時に解散した。 I ウエ-:<0/ソウ (Sciaphila tosaensis Makino) は茎
今回の成果としてねズミコケシノブ、イヌイワガ| は無色、生時師、腕ともに淡紫色である。腕は
ネソゥ、マルメベエシグ、オオハテワラピ、イワシロ| 極めてせん弱でしなb やすい。ホνゴウソウヒの相異

問機花のほ上に図のような突起を有するとと、集合
1:花及び果実が 2倍近く大さいことである。船越山では

なお、明日千護村へ採集する有志は、この後京坊下
の杉林のなかを採集しアカメイノデ、タカすシケチy
!JO 、ミヤマノコギ1 ) "'" !J'、イヌワラビの変ったものな
どを得た。船越山のγ〆は「しだととけ」に報告した
ものに@ 今回新しく採集されたものを追加して総計
106援 6変種を算し、近畿地方有数のシダ類の豊j翠と
して注目されることとなった。

モミ、 Y ガ、スギ、ウラジロガy 、イヌヌr""，、y ロ$'
モ、ヤプニヅグイ、ヨコグラノキの多い森林の床上の
落葉や朽木の多いところに見られる。とうしたところ
に S - 1 0 c m の本種を発見することはなかなか困難で
あり偶然に得たものである。〈建部追記〉徴少なホシ
ゴウソウとウエ- : < 0 / ソウが内海氏によって船越山に発
見されたことを喜び、氏の綿密な採集ぶりに深く敬意

終りに講舗の先生方、並にこの採集会を持たれた学 i| を表する。これが機会となって朗らかになったととは
会の先生方に深く感謝する。 I

l  両種とも兵庫県に新しいもので、従来、多紀郡娼住村
〈付記〉 さらに本夏 8 月30日にウエ-:7 0 /ソゥ、 10月
9 目にホy ゴウソウを採集したが普通の図鑑類に見ら
れないすチプグ、ウエマ 'Y'.l ウの図と解説とを追記す
る。

オチブグ( Meehania montis-koyae 0  wi) は、
茎、実ともに一見して$ / 0 / パタγナミに似ている。葉
の表面はピロ戸ドょうで細毛が密布し、うす黒い紋が
ある。裏面は紅色で後にうすくたり、明りような油点
がある。花はうす紫でヲ y ヨウモジカズラに似るが、
やや紅色がかつて美しい。草丈もやや短〈軟らかで全
体にカメム y ょうの臭気を有し、特に開花期に! ! 附近
にまでにおうほどである。花濃地下茎がイ申長していく
点はラショウモシカズラと全く異る。根は太く多肉質
である。花期はカキドウシと同期である。( 建部追記〉
オチブジは採集者不明の高野山の標本によって記載さ
れたもので、大井博士は丈が低〈、奮葉に長い柄があ

り、茎や葉柄に短毛があることから独立種とされたが
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に知られていたホY ゴウソウもウエマ Y ソウの誤認で
あった。また加東郡小野町のウェとマ0 / ソウが京都大学
標本室にあるととも判った。播磨植物目録に揖保郡香
島村と多可郡比延闘すに永y ゴウソウを記録し、前者
については大上宇一氏も報告しているが、今確かめる
ことはできないけれど、あるいはウエマ y ソウである
かも知れない。との記録に疑問を持ち、確実な標本に
基づくと両径の兵庫県に於ける確実な産地は

ホγゴウ γウ 宍粟郡船越山〈内海功一氏〉
ウエ7 ヅソゥ 加東郡小野町〈採集者不明〉

多記君掘住村組口繁一氏〉
宍東都船越山( 内海氏〉

となる。また以上の標本は全部京大震本室に収められ
てある。以上は田川基二先生の御教示によるところが
多く厚くお礼申上げる。


